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一粒の命。私とお米　
山梨英和中学校二年　
　武井　心暖　
「最後の一粒までしっかり食べようね。」
何年か前の夕食の時母が言っていた言葉だ。私は、時々この言葉を思い出す。このときの私はそれほどお米について考えたことも興味を持ったことすらなかった。だが、あることをきっかけに一粒一粒の命について考えるようになった。それは突然のことだった。
「おいしいお米を食べていただきたい。その思いを込めて作っています。」
これはあるネットで見た文章だった。この文章を見た時に自分が情けなく感じた。それと共にお米一粒一粒への農家の方々の思いが感じられた。
「なんでお米ばっかりなの？」
と言ってしまっていた罪悪感だけが胸の中にあった。それから、私はお米の作り方などが気になったので反射的に調べていた。まずは土作りから始まり苗床準備が行われることや五月上旬からは播種、下旬からは基肥、代掻き、田植えが行われることを知った。そこから約二ヶ月と少しの年月をかけて穂肥そして刈り取り、調整をすることも知った。お米には長い期間が経て私達の元へと運ばれてきているということがわかった。そこで、私は田んぼに行ってみることにしてみた。いつもは何ともなく見向きもしなかった私だったがこの日に見た輝くように生い茂っている稲の様子は忘れることができないような思い出となった。ここで私は感じた。
｢一つ一つのお米にも命が宿っている。｣ということを。これは当たり前な事実だが、このときの私は感銘を受けた。このことを母に話した。そうすると母は、
「命の大切さを考えながら毎日生きていけるといいね」
と言った。その日から、お米がとてもおいしく感じた。噛んでいると出てくる甘みと香りに初めて気づくことが出来た瞬間だった。
　何日もの月日が経ったある日のこと、自分でもお米を炊いてみたいと思った。小さな時イヤイヤ米研ぎを手伝っていた私が急にお米を炊きたいと言ったので母はとてもビックリしていた。だが、ていねいに私に教えてくれた。
「お米を量ったら手早く洗うといいよ。そうしないとぬかの苦みを吸うからね。水もキッチリ注ぐことが大切だよ。」
私は、言われたとおりに作業を進めてみた。
｢これでもう炊飯器に入れるだけ？｣
私は聞いた。母は少し笑ってあと一つすることがあるよと言った。私はわからなかった。そうすると母は水が注いである釜を指で指した。
「水に浸すの？」
そう聞くと母は三十分くらい浸すと芯までふっくら炊けるということを教えてくれた。水に浸し終わり炊飯していると良い香りがした。蒸らし終わった後ほぐし方について母が教えてくれた。しゃもじを切るように入れること。そしてふんわりと混ぜること。お米が私達の家庭に運ばれてきてそこで炊くことによって「ごはん」が出来上がるということ。
　私は、あのとき炊いたお米の味を忘れることはないだろう。
　このような出来事から私は自分でお米を炊いている。自分が炊いたご飯を食べて笑ってくれる人の顔をみるとうれしくなるからだ。これからも自分で率先してごはんを作ったりしていけたら良いなと思った。
　さて、今日もいただきましょう。一粒の命に感謝。
「いただきます。」
それはごはんをおいしくする魔法の言葉。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

